
薄暮時間帯（日没前後1時間）は、例年、交通死亡事故が多く発生

しています。周囲の視界が徐々に悪くなり、お互いに発見が遅れたり、

距離や速度がわかりにくくなるためです。

早めに前照灯を点灯することで、自分の車の存在を周囲に知らせる

とともに、速度を落として、慎重な運転を心掛けましょう。

夜間には、ハイビームの上手な活用を!!

ハイビームにすることで、歩行者や自転車の存在、または道路上の不測の
事態を遠くから発見することができ、事故を回避することにつながります。
暗い道で対向車や先行車がいない場合は、 を活用
交通量の多い市街地などや対向車・先行車がいる場合は、

交通事故を防ぐ、簡単だけど、効果のある方法 が満載！

警視庁公認サ イ ト



～ 運転するときは ～
「運転手から見えない」は「危険が存在しない」ことではあり
ません。見えない場所に「酔っぱらった人が寝ているかも」
「子供が飛び出すかも」という危険の予測が重要です。
“かもしれない運転”を心がけましょう。

路上寝込みを発見した際は、110番通報をお願いします。そして、
警察官が到着するまで、現場でハザードランプを点灯させる等、
事故防止にご協力をお願いします。
暗い時間帯は視認性が低下するため走行用前照灯（ハイビーム）を
積極的に活用してください。ただし、対向車（者）がいるときや
車両の直後を走行する際等相手をげん惑させる恐れのある場合は、
すれ違い用前照灯（ロービーム）に切り替えてください。

路上に寝込んでいた方の多くが「飲酒あり」となっています。
お酒は楽しく飲むものです。目的の場所に歩いてたどり着けないほど
に飲み過ぎ、交通事故に遭うようなことがないよう十分注意しましょう。

（１１月３日現在）


